
第
十
八
条
の
三
十
の
二

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
二
項
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
障
害
児
通
所
支

援
は
、
児
童
発
達
支
援
及
び
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
十
の
二

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
児
通

所
支
援
は
、
児
童
発
達
支
援
及
び
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
十
一

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
第
六
号
（
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
六
第
四
項
、
第

二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
二
項
、
第
二
十
四
条
の
九
第
三
項
（
法
第
二
十
四
条
の
十
第
四
項
及
び
第
二
十
四
条

の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
十
四
条
の
二
十
八
第
二
項
（
法
第
二
十
四
条
の

二
十
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
内
閣
府
令
で
定
め

る
同
号
本
文
に
規
定
す
る
指
定
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
が
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
第
一
項
そ
の

他
の
規
定
に
よ
る
報
告
等
の
権
限
を
適
切
に
行
使
し
、
当
該
指
定
の
取
消
し
の
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
事
実
及

び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
指
定
障
害
児
事
業
者
等
（
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
一
項
に
規

定
す
る
指
定
障
害
児
事
業
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
取
組
の
状

況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
指
定
障
害
児
事
業
者
等
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
確
認
し
た
結

果
、
当
該
指
定
障
害
児
事
業
者
等
が
当
該
指
定
の
取
消
し
の
理
由
と
な
つ
た
事
実
に
つ
い
て
組
織
的
に
関
与
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
係
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
十
一

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
第
六
号
（
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
六
第
四
項
、
第

二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
二
項
、
第
二
十
四
条
の
九
第
三
項
（
法
第
二
十
四
条
の
十
第
四
項
及
び
第
二
十
四
条

の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
十
四
条
の
二
十
八
第
二
項
（
法
第
二
十
四
条
の

二
十
九
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
同
号
本
文
に
規
定
す
る
指
定
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
は
、
厚
生
労
働
大
臣
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
が
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
第
一
項
そ
の

他
の
規
定
に
よ
る
報
告
等
の
権
限
を
適
切
に
行
使
し
、
当
該
指
定
の
取
消
し
の
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
事
実
及

び
当
該
事
実
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
指
定
障
害
児
事
業
者
等
（
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
八
第
一
項
に
規

定
す
る
指
定
障
害
児
事
業
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
の
取
組
の
状

況
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
指
定
障
害
児
事
業
者
等
が
有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
確
認
し
た
結

果
、
当
該
指
定
障
害
児
事
業
者
等
が
当
該
指
定
の
取
消
し
の
理
由
と
な
つ
た
事
実
に
つ
い
て
組
織
的
に
関
与
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
係
る
も
の
と
す
る
。

前
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
第
七
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
同
号
本
文
に
規
定
す

る
指
定
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

前
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
第
七
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
同
号
本
文
に
規

定
す
る
指
定
の
取
消
し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

第
十
八
条
の
三
十
二

（
略
）

第
十
八
条
の
三
十
二

（
略
）

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
第
七
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
申
請
者
の
親
会
社
等
が
そ
の
事
業
を
実

質
的
に
支
配
し
、
又
は
そ
の
事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
第
七
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
申
請
者
の
親
会
社
等
が
そ
の
事
業

を
実
質
的
に
支
配
し
、
又
は
そ
の
事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
は
、次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
第
七
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
申
請
者
が
そ
の
事
業
を
実
質
的
に
支
配

し
、
又
は
そ
の
事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
第
七
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
申
請
者
が
そ
の
事
業
を
実
質
的
に

支
配
し
、
又
は
そ
の
事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
第
七
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係
を
有
す
る
法
人
は
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
法
人
と
す
る
。

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
第
七
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係
を
有
す
る
法
人
は
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
法
人
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

第
十
八
条
の
三
十
四

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
四
項
（
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
法
人
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
六
条
の
二

の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
医
療
型
児
童
発
達
支
援
（
病
院
又
は
診
療
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）に
係

る
指
定
の
申
請
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
八
条
の
三
十
四

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
四
項
（
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
法
人
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
六
条

の
二
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
医
療
型
児
童
発
達
支
援
（
病
院
又
は
診
療
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）

に
係
る
指
定
の
申
請
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
略
）

（
略
）

第
十
八
条
の
三
十
五
の
二

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
障
害
児
通
所
支
援
は
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
十
五
の
二

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
児
通
所
支
援

は
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
十
五
の
三

児
童
発
達
支
援
及
び
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十

七
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、
通
所
介
護
（
介
護
保
険
法
第
八
条
第
七
項
に
規

定
す
る
通
所
介
護
を
い
う
。）と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
十
五
の
三

児
童
発
達
支
援
及
び
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十

七
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、
通
所
介
護
（
介
護
保
険
法
第
八
条
第
七
項

に
規
定
す
る
通
所
介
護
を
い
う
。）と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
十
五
の
四

児
童
発
達
支
援
及
び
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十

七
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
（
介
護
保
険
法

第
八
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
通
所
介
護
を
い
う
。）、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
（
同
法
第
八

条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
い
う
。）及
び
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す

る
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
（
同
法
第
八
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
い
、
介
護
保
険
法
施
行

規
則
第
十
七
条
の
十
二
に
規
定
す
る
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
限
る
。）と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
十
五
の
四

児
童
発
達
支
援
及
び
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十

七
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
（
介
護
保

険
法
第
八
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
通
所
介
護
を
い
う
。）、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
（
同
法

第
八
条
第
十
九
項
に
規
定
す
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
い
う
。）及
び
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
該

当
す
る
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
（
同
法
第
八
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
い
、
介
護
保
険
法

施
行
規
則
第
十
七
条
の
十
二
に
規
定
す
る
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
限
る
。）と
す
る
。
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